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はじめに
国際交流・国際貢献の目標に異文化体験の中から，多
様な価値観や人間観を理解し人間としての成長を促す。ま
た，発展途上国の暮らしと国際貢献の実際を学び社会的
な課題を考える等がある。これらの目的目標に適した研
修に参加し学生の学びを参加者全員で共有することがで
きた。
カンボジアは 1970 年代にポル・ポト政権よる大量虐殺
や内戦によって国内は混乱したが，1993 年，立憲君主制
の新生カンボジア王国が誕生し，経済の復興が進められ
ている。国民の 8 割が農業従事者といわれるが，さらに
農業・服飾製造業・観光業や建設業も活発化され経済成
長率と共に農村部と都市部に経済格差が課題である。特
に水，電気，トイレへの整備は郡部において悪く，郡部
と都市との差が大きい。教育においても同様に子どもた
ちの中にもクメール語が書けない子もいるような現状で
ある。今回の訪問や見学によって教育や医療が日本との
大きな違いを実感することができた。施設訪問や見学・
活動を通して国際交流・国際貢献活動について考え，カ
ンボジアの遺跡・人々の生活文化を通した学びを報告す
る。
Ⅰ．研修報告
１．日程表にそって研修が実施された（表 1）。参加者は各
訪問・見学先や活動場面でカンボジアの文化・教育・医
療・福祉などの専門性を活かした質問や思いを行動に現
すことができた。
２．研修期間
2012 年 1 月 4 日から 1 月 8 日の 5 日間
３．研修先
カンボジア　　シェムリアップ
４．参加者
学生　5 名（看護学部生　2 年 1 名　1 年 1 名
地域福祉学科　1 年 3 名）
教員　4 名（看護学部　2 名　　地域福祉学科　2 名）
５．研修内容
１）Handicap International Belgium（ＨＩＢ）訪問
午前 8 時より施設担当者から見学しながら詳しい説明
を受けた。カンボジアにはこのようなリハビリ施設が 19
ヶ所あるが，２番目に大きい施設である。施設を訪問し
てくる人を主に 5 つの疾患に分ける。①地雷障害者，②
小児ポリオ障害者，③先天性奇形，④知的障害者，⑤母
親の間違った薬物摂取による障害である。手足の障害に
対して，義足や義手の製造は使う人のことを考えて造ら
れている。ほとんどの障害者は 3 日～10 日間程度施設に
住み込みリハビリが行われる。子どもの場合は父親か母
親と一緒にリハビリを受ける。運営は州立であり経営が
一段と厳しくなったとのことである。見学について寄付
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2011 年度の国際交流・国際貢献活動として「カンボジア・スタディツアー」を実施した。研修内容は HIB・
州立病院・アンコール小児病院等の訪問し，キリング・フィールドやトンレサップ湖・アキラ地雷博物館の
見学を行った。また主な活動は村の小学校で子どもたちとの交流やジャックフルーツの植樹作業であった。
開発途上国であるカンボジア（シェムリアップを中心）の暮らしと国際貢献活動の実際を学び，体験の中から
カンボジアの抱える医療・福祉・教育などの課題と各自の専門性を活かした活動を考えることができたので
報告をする。
（キーワード）国際交流，国際貢献，カンボジア，発展途上国
が求められた。（寄付の方法は今後検討が必要である）
２）州立病院訪問
説明は部屋（会議室のような）で行われ病院から２名の
医師が参加した。病院は薬を持って帰らせる部門，入院
している患者を診る部門，病気を診断する部門がある。1
日 200 人程度の診断をするが肺疾患が多く，続いて心臓
病や目の疾患である。入院は約 300 人であるがベッドは
234 床であるためベッドのない患者もあるようだ。説明後
はそれぞれの治療病棟や外来に当たる部門などを見学し
説明を受けた。カンボジアでは下痢を主な症状とする消
化器感染症の赤痢，腸チフス，ウイルス感染や蚊の媒介
によって発症するマラリア，テング熱，日本脳炎があり
日本では発症することの少ない疾患が多いのが特徴であ
る。また性感染症も多く，AIDS は人口の 4％が HIV 陽
性といわれている。
州立病院でも様々な疾患を持った人たちが多く，病院
の待合室や病棟では患者及びその家族などで混雑してい
た。疾患は急性胃腸炎，栄養失調，肺炎，結核などであ
り最近は交通事故，糖尿病などが増加してきているとい
うことであった。州立病院の職員は公立医療施設として
公費の低い給与で働いているが，少しでも良い条件の病
院に勤務替えするものが後を絶たない。また過去の内戦
により多くの知識階級が殺害され，医師，助産師，看護
師不足により，充分な医療が提供できない状況である。
しかし，カンボジアの首都プノンペンでは医師・看護師
の養成が行われつつあるとの説明であった。フランス，
ベルギーなどの多くの国から支援を受けながら年々改善
しているようであるが，病室内や救急処置室など医療体
制の不備が伺えた。（写真 1）
３）アンコール小児病院ビジターセンター訪問
1999 年 2 月にアジアの恵まれない子どもたちの支援を
目的とし設立された。現地の人たちへの医療や衛生教育
はもちろんであるが，医療スタッフが医療診療・運営活
動ができることを目指し，NPO 法人フレンズ・ウィズア
ウト・ア・ボーダーがプロジェクトしたものである。
病院施設内においてアンコール小児病院の活動につい
てビデオ鑑賞し，日本人看護師の赤尾和美氏（写真 2）の
話を聞くことが出来た。赤尾氏は日本の看護学校卒業後，
渡米しハワイ州の看護師免許を取得し，HIV 専門クリニ
ックで予防教育担当として勤務した。その後カンボジア
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表1　カンボジア・スタディツアー日程表
写真１　州立病院見学（左上から・病院入り口，病院からの説明，説明を受ける学生，病院敷地内・病棟）
国際交流活動から得た学生の学び
でボランティア活動を通して，医療不毛の地で子どもを
救うという自らの熱意から，HIV と訪問看護を専門とし
現在のアンコール小児病院で活躍中である。短い時間で
はあったが現状を通した話は学生にとって印象の強いも
のであった。学生Ａは「時計を使わない人に 12 時間置き
に薬を飲む」ということをどのように伝えるのかの質問を
受け，日本では考えられない現状に驚き，考えさせられ
ることが多くあったと記述していた。また赤尾氏の「カン
ボジアの子どもたちを守る」という使命に感銘を受け支援
活動の必要性感じた。施設内は診察の順番を待っている
子どもや家族があふれている状況であったが，家族へ衛
生面や食事指導（調理方法も含め）などの実践を通して指
導する設備も見られた。
４）トンレサップ湖見学
東南アジア最大の湖であり，雨季と乾季で 3 倍もの大
きさが変化する。遊覧船に乗って水上集落の様子を見学
できた。豊かな漁場を活用し生活する湖の水上集落の小
中学校・バッテリー屋・民家などの生活空間も見ること
が出来た。遊覧船内で子どもが肩たたきで「1 ドル」と手を
出すのに皆困惑した表情であった。
５）シェムリアップ市内見学
東南アジア最大級の石造建築アンコールワットの第 1
回廊から第 3 回廊のレリーフの説明を受けながら元気良
く歩いた。その他アンコール・トムやオールドマーケッ
トなど多くの遺跡や生活に触れることができた。
６）カンボジアの村を支援する会（CVSG）
地雷障害者，エイズ患者，孤児，老人家族，母子家族
などが人間らしい生活が出来るよう多角的な支援活動を
している NGO である。自立村での子どもたちとの交流で
は，村の子どもたちには日本語がわかる子どももいて学
生と話しをしたり，おっかけっこなどをして交流してい
た。体のサイズに合わない服を着ており，洗濯も行き届
いていない様子である。子どもたちの着替えの必要性を
感じた。次回の訪問には古着などの物資を準備するなど，
必要とされる支援活動が実施できるような検討が必要で
ある。（写真３）
５．主な活動内容　　
１）農村部の小学校で子どもたちと交流
全員約 100 名程度の子供たちを 2 班にわけそれぞれに
活動を行った。①日本の国技である相撲を行った。全員
が行うには狭すぎて一部のみとなったが，子供たちの関
心は高く笑顔が見られた。そのほかにも指相撲，腕相撲
なども行った。②教室では日本の行事・昔物語のぬり絵
を行った。子どもたちの中には知っている日本の行事が
あった。人数が多すぎてクレヨン・色鉛筆が十分には揃
わなかったもののＡ4 サイズのコピーのぬり絵は説明を聞
く間もなくどんどん塗られていった。色とりどりのぬり
絵が多く出来上がった。多くの鉛筆や色鉛筆，クレヨン
など使用した物すべて通訳を通して学校の先生に子供た
ちに活用してもらうよう依頼したが，紙の不足に気づか
された。塗り絵の題材は低学年のものでありより高度な
ものも準備する必要があった。（写真４）
― 157 ―
写真2　赤尾和美さん
写真3　自立支援村の子供たち
写真4　農村小学校での活動風景
２）ジャックフルーツの植樹作業
村の小学校から農園までは暑さと，歩きにくい砂地の
道を 30 分程度で着いた。周囲は大きな実がいくつも付い
ているジャックフルーツの木がいくつかあり，その周辺
は野菜畑であった。農園では子どもたちが植樹用の苗を
運び，指定された場所に 1 本ずつ，一人当たり 3～4 ヶ所
に植えた。ジャックフルーツはカンボジアでは高級フル
ーツで，1kg あたり 50 円程度である。この価格は公務員
の半日分の給与に相当する。このように高級フルーツで
あるジャックフルーツの植樹により，将来地域の方たち
が経済的に潤うことを期待して植樹を行った。（写真 5）
2．学生の研修報告
参加者全員で今回のカンボジア・スタディツアーの学
びと振り返りを行った。学生からは口頭で①初めての海
外研修の体験について感激したこと，②日本とカンボジ
アの違い，③想像していたカンボジアと実際に見聞きし
たカンボジアの現状の違い，④語学の必要性，⑤赤尾和
美氏に出会えたことなど思い思いの発言から学びを共有
しスタディツアーの意義を再認識することができた。
学生全員が表 2 のように，カンボジアを見てよかった
ところ，カンボジアから日本を見て，国際交流・国際貢
献，国際支援についてレポート課題とした。看護学科の
学生は「国際交流活動」の科目単位取得に必要な記録「国際
交流活動日誌」が提出された。
研修を終え，今私たちができることはそれぞれが学ん
だことを，身近な人へ伝えることである。その方法に大
学のイベントなどでポスター展示による大学内外への発
信をすることとなり全員の協力で作製された。（写真 6）
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まとめ
ポル・ポト政権のもとで 200 万人の市民虐殺があって
20 年を経過した今も，医療，経済，教育ともに郡部，都
市部の格差は大きく発展の途上であるといえる。このよ
うな機会に研修を行ったことは貴重な体験になった。学
生たちは訪問先や，見学を通して状況を理解するととも
に，地元の方の笑顔，特に子どもたちの明るい表情に感
激している様子など，人間としての成長が伺えた。私た
ちがカンボジアで学んだことがいかに多いか，更にカン
ボジアは気づきの場であったことを認識することができ
た。今後も学生の時期に発展途上国での研修機会が得ら
れ，その体験を行った学生たちの将来に国際社会におい
て活躍できることを期待する。
文献
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写真5　ジャックフルーツ植樹の場面　右は村の人と一緒に植樹
国際交流活動から得た学生の学び
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Ꮫ⏕ ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࢆぢ࡚Ⰻ࠸࡜ࡇࢁ ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔࠿ࡽ᪥ᮏࢆぢ࡚ ᅜ㝿஺ὶ࣭ᅜ㝿㈉⊩ 
ᅜ㝿ᨭ᥼࡟ࡘ࠸࡚ 
ࡑࡢ௚ 
㸿 ᪥ᮏࢆ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔࠿ࡽぢࡿࡇ࡜
ࡀ࡛ࡁࡓࠋ᪥ᮏࡢ୰࡛ࡋ࠿≀஦ࢆ
⪃࠼࡚࠸࡞࠿ࡗࡓࠋ࢝ࣝࢳ࣮ࣕࢩ
ࣙࢵࢡࡢព࿡ࢆ⌮ゎࡋࡓࠋ 
࢝ࣥ࣎ࢪ࢔࡛ࡣᏊ࡝ࡶ࡛ࡶ
ᝈ⪅ࡢୡヰࢆࡋࠊぶࡢᡭఏ࠸
ࢆࡍࡿࠋ᪥ᮏࡣᐙ᪘ࡀⷧࢀ࡚
ࡁ࡚࠸ࡿࡋࠊᐙ᪘ࡢࡇ࡜ࡼ
ࡾࠊ⮬ᕫ୰ᚰ࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡿ⌧
≧ࡀ࠶ࡿࠋ 
⌧ᅾࡢ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࡢ≧ἣࢆぢ࡚
࠶ࡾࡢࡲࡲࢆఏ࠼ࡿࠋࡲࡓ᪥ᮏ
ࡀᨭ᥼ࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆ▱ࡾఏ࠼
ࡿࡇ࡜ࠋ 
᮶ᖺࡶ᪂ࡋ
࠸┠ⓗࢆࡶ
ࡗ࡚ࢶ࢔࣮
࡟ཧຍࡋࡓ
࠸ࠋ 
㹀 ど㔝ࡀᗈࡀࡗࡓྠࠋ ࡌᅜ࡛ࡶほග
ᆅ࡜㎰ᮧ㒊ࡣ኱ࡁ࡞㐪࠸ࡀ࠶ࡿࠋ 
᪥ᖖ⏕άࡢ୰࡛᪥ᮏࡢⓎᒎ
ࢆឤࡌࡓࠋᢏ⾡ࡀ㐍Ṍࡋ࡚౽
฼࡞⏕άࡀ㏦ࢀ࡚ࡶࡑࢀࡀ
ᖾࡏࡔࢁ࠺࠿ࠋ 
ເ㔠ࠋ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࡢࡇ࡜ࢆከࡃ
ࡢே࡟▱ࡗ࡚ࡶࡽ࠺ࡇ࡜ࠋ⮬ศ
ࡢࡶࡗ࡚࠸ࡿ▱㆑ࡸᢏ⾡ࢆᥦ౪
ࡍࡿࡇ࡜ࠋ 
᪥ᮏࡢඃࢀ
ࡓ⎔ቃࡢ୰
࡛ࡶࡗ࡜ຮ
ᙉࡍࡿࠋ 
㹁 ⌧ᆅࡢ᪉࡜ࡢ஺ὶ 
࢜࢔ࣥࢥ࣮ࣝ㑇㊧ 
᪥ᮏࡢ࠶ࡽࡺࡿ㠃࡛ࡢᖹ࿴
ࢆឤࡌࡓࠋ⏕άࡸ་⒪ࡢ㐪࠸
ࡀ኱ࡁ࠸ࠋ 
ເ㔠άືࡢᚲせᛶ࡜ぢࡓࡇ࡜⪺
࠸ࡓࡇ࡜ࢆከࡃࡢே࡟ఏ࠼ࡿࠋ 
ᨭ᥼ᅋయ࡟
ධ఍ࡣ⪃࠼
ࡽࢀ࡞࠸ࠋ 
㹂 ᝿ീࡋ࡚࠸ࡓࡼࡾࡶࡁࢀ࠸࡛ࣞ
ࢫࢺࣛࣥࡣΎ₩࡛㣗஦ࡶ࠾࠸ࡋ
࠸ࠋ➗㢦ࡀ࠶ࡗ࡚⒵ࡉࢀࡓࠋᐙ᪘
ࡢࡓࡵ࡟ຊࢆྜࢃࡏࡿࡢࡣ࡝ࡇ
ࡢᅜࡶྠࡌ࡛࠶ࡿࠋ 
᪥ᮏ࡛ࡣ᭱ప㝈ࡢ⏕άࡀಖ
㞀ࡉࢀᩍ⫱ไᗘࡀᩚࡗ࡚࠸
ࡿࠊࡲࡓ㐨㊰࣭஺㏻஦᝟࡞࡝
⛉Ꮫᢏ⾡ࡣ⣲ᬕࡽࡋ࠸ࠋࡋ࠿
ࡋ᪥ᮏ࡛ࡣ㧗㱋⪅ࡀከ࠸ࠋ 
ເ㔠࣭≀㈨ࡢㄪ㐩ࠋ 
࿘ࡾࡢே࡟ఏ࠼ࠊ㛵ᚰࡸ⯆࿡ࢆ
ᣢࡗ࡚ࡶࡽ࠺ࠋ 
࢝ࣥ࣎ࢪ࢔
ࡣ⣲ᬕࡽࡋ
࠸ᩥ໬࡜ఏ
⤫ࡀ࠶ࡿࠋ 
㹃 ࠾ᇛࡢࡼ࠺࡞࣍ࢸࣝࡀ࠶ࡗࡓࠋ㣗
஦ࡀ⨾࿡ࡋ࠸ࠋ 
 
㈋ᐩࡢᕪ࡟ࡼࡾᩍ⫱ࡀཷࡅ
ࡽࢀ࡞࠸Ꮚ࡝ࡶࡀ࠸ࡿࠋ᪥ᮏ
࡛ࡣಶேᕪࡀ࠶ࡿࡀ᭱పࡢ
᪥ᮏㄒࡸ࢔ࣝࣇ࢓࣋ࢵࢺࡢ
ㄞࡳ᭩ࡁࡣ࡛ࡁࡿࠋ 
㹌㹅㹍ᅋయࡢ㔜せᛶࢆ▱ࡾࡳࢇ
࡞࡟ఏ࠼ࡿࡇ࡜ࠋ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࡢ
≧ἣࢆ▱ࡾ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࢆࡇࢀ࠿
ࡽࡶぢ⥆ࡅࡿࡇ࡜ࠋ 
ほගࡍࡿࡔ
ࡅ࡛ࡣ࿡ࢃ
࠼࡞࠸ୡ⏺
ࡀぢࡽࢀࡓࠋ
表2　カンボジア研修後の学生レポートから一部抜粋
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ᅜ㝿┳ㆤᖌࡢ㉥ᑿࡉࢇ࡜ 
ࢫࢱࢹ࢕࣮࣭ࢶ࢔࣮ཧຍ⪅ 
┳ㆤᏛ⛉㸸㸰ᖺ⏕㸸ᐩỌ㥴ࠊ㸯ᖺ⏕㸸ᆏඖ⚈ணࠊ
ᆅᇦ⚟♴Ꮫ⛉㸸㸯ᖺ⏕㸸Ᏻ஭❶஀ࠊᒣ⏣ዉὠ⨾ࠊ
ᚋ⸨㞞༤ࠊ 
ᘬ⋡ᩍဨ㸸஭㛵ᬛ⨾ࠊᑠ㔝ᬕᏊࠊ୕ୖࡺࡳࠊ 
ᮌୗ↷Ꮚ 
ึ᪥ࡢኤ㣗
ᐟἩඛ࡛࠶ࡿࢧࣜࢼ࣍ࢸ࡛ࣝࡢኤ㣗
࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ᩱ⌮ࡣ㤶㎞ᩱࡀࡩࢇࡔࢇ
࡟౑ࢃࢀ࡚࠾ࡾࠊ᭱ึࡣ㣗࡭ࡿࡢ࡟ⱞ
ປࡋࡓ
ཧຍ⪅ࡢ୰࡟ࡣࠊࠕ㔞ࡀከ࠸ࠖࡸࠕ(
ึ᪥࡛⑂ࢀ࡚࠸ࡿࡢ࡛)ࡶ࠺ᑡࡋ࠶ࡗ
ࡉࡾࡋࡓࡶࡢࡀ㣗࡭ࡓ࠸ࠖ➼ࡢពぢࡶ
࠶ࡗࡓ
㹆㹇㹔(ࣁࣥࢹ࢕࣮࢟ࣕࢵࣉ࢖ࣥࢱ
࣮ࢼࢩࣙࢼࣝ)ゼၥ
 1982ᖺ࡟❧ࡕୖࡆࡽࢀࡓ㹌㹅㹍࡛㌟
య࡟㞀ᐖࢆᣢࡗࡓ᪉ࠎࡢ⌮Ꮫ⒪ἲ࡟ࡼ
ࡿ἞⒪ࡸࣜࣁࣅࣜࢸ࣮ࢩ࣭ࣙࣥ⿵ຓල
࡟ࡼࡿᶵ⬟ᅇ᚟カ⦎➼ࢆ⾜࠸ࠊ඲࡚↓
ᩱ࡛฼⏝⪅࡟ᥦ౪ࢆࡋ࡚࠸ࡿࠋ
᪋タෆࡢぢᏛࡸ⿵ຓලࡢ〇సᕤ⛬ࢆ
ぢᏛࡋࡓࡾࠊᶵ⬟ᅇ᚟カ⦎࡛౑ࢃࢀࡿ
㐨ලࢆయ㦂ࡋࡓࠋ
ᕞ❧⑓㝔ゼၥ
ࢩ࣒ࣗࣜ࢔ࢵࣉࡢ⥲ྜ⑓㝔㸦ᕞ୍࡛␒
኱ࡁ࠸⑓㝔㸧ࢆゼၥࡋࡓࠋ་ᖌࡸ┳ㆤ
ᖌ࡞࡝㸯㸶㸷ྡࡢࢫࢱࢵࣇࡀാ࠸࡚࠾
ࡾࠊ⑓Ẽࡢデ᩿࣭ᡭ⾡ࡑࡢᚋࡢࢣ࢔࡞
࡝ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ
⑓㝔ෆࢆᅇࡗࡓ㝿࡟ᝈ⪅ࡉࢇ࡜ฟ఍ࡗ
ࡓࡀࠊࡇࡢሙ࡟࠸࡚࠸࠸ࡢࡔࢁ࠺࠿࡜
࠸࠺ࠊ⏦ࡋヂ࡞࠸Ẽᣢࡕ࡟࡞ࡗࡓࠋ
࢟ࣜࣥࢢ࣭ࣇ࢕࣮ࣝࢻ
࢟ࣜࣥࢢ࣭ࣇ࢕࣮ࣝࢻ࡜ࡣࠊ࣏࣭࣏ࣝ
ࢺᨻᶒୗ࡛኱㔞⹢ẅࡀ࠾ࡇ࡞ࢃࢀࡓฎ
ฮሙ㊧ࡢ⥲⛠ࠋ㸯㸷㸵㸮ᖺ௦࡟ࠊᩘ༓
ேࡢᕷẸࡀ≛≅࡜࡞ࡗࡓࠋ↓ゝࡢࡋࡷ
ࢀࡇ࠺࡭ࡣࠊᙜ᫬ࡢṧ⹢ࡉࢆ௒࡟ఏ࠼
࡚࠸ࡓࠋ
࢞࢖ࢻ࠿ࡽㄝ᫂ࢆཷࡅࡓᚋࠊ⮬⏤᫬㛫
ࡀ࠶ࡾࠊ៘㟋ࡢࡓࡵ࡟ᘓ࡚ࡽࢀࡓ࠾ᑎ
࡟ࡶ࠾ཧࡾࢆࡋࡓࠋ
࢔ࣥࢥ࣮ࣝᑠඣ⑓㝔
࢔ࣥࢥ࣮ࣝᑠඣ⑓㝔࡛ࡣࠊࡲࡎ⑓㝔ࡢ
⤂௓DVDࢆ㚷㈹ࡋࡓࠋ
㚷㈹ࡢᚋࡣࠊᅜ㝿ⓗ࡟άືࡉࢀ࡚࠸ࡿ
㉥ᑿ┳ㆤᖌ࠿ࡽ࠾ヰࢆ⪺ࡃ஦ࡀฟ᮶ࡓ
≉࡟༳㇟࡟ṧࡗࡓࡢࡣࠕ⾨⏕࡜࠸࠺ほ
ᛕࡀ࡞࠸ே࡟࡝ࡢࡼ࠺࡟ࡋ࡚ࠊศ࠿ࡗ
࡚ࡶࡽ࠺࠿ࠖ࡜࠸࠺ࡶࡢ࡛࠶ࡗࡓࠋ᫝
㠀኱Ꮫ࡟᮶࡚࠸ࡓࡔ࠸࡚ࠊࡶࡗ࡜་⒪
࡟ࡘ࠸࡚ࡢ࠾ヰࢆ⪺ࡁࡓ࠸࡜ᛮࡗࡓࠋ
ࢺࣞࣥࢧࢵࣉ†
ࢺࣞࣥࢧࢵࣉ†࡜ࡣࠊ㞵Ꮨ࡟ࡣ᪥ᮏ
ࡢ⍇⍈†ࡢ㸯㸮ಸ࡟ࡶ࡞ࡿᮾ༡࢔ࢪ
࢔᭱኱ࡢ†ࠋ†࡜࠸࠺ࡼࡾࡶࠊᾏࡢ
ࡼ࠺࡟ᛮ࠼ࡿ࡯࡝኱ࡁࡉࡔࡗࡓࠋ
⯪ࡢୖ࠿ࡽࡣࠊ†ୖ࡟ࡣỈୖ⏕ά⪅
ࡢᐙࠊᑠᏛᰯࠊ㎰ᯘỈ⏘┬࡞࡝ࢆぢ
ࡿ஦ࡀฟ᮶ࡓࠋ
࢔ࣉࢧࣛࢲࣥࢫ㚷㈹
୍ࡘ୍ࡘࡢືࡁࡀࡺࡗࡓࡾ࡜ࡋ࡚࠸
࡚ࠊࡋ࡞ࡸ࠿࡛⧄⣽࡞ືࡁࡀ༳㇟ⓗ
࡞㋀ࡾࡔࡗࡓࠋ
ࠕ࢔ࣉࢧࣛࠖ࡜࠸࠺ࡢࡣࠕࣄࣥࢻࢗ
࣮ᩍ⚄ヰ࡟ฟ࡚ࡃࡿỈࡢዿ⢭ࠖࡢࡇ
࡜࡛ࠊᑠࡉ࠸㡭࠿ࡽཝࡋ࠸カ⦎ࢆཷ
ࡅ࡚ࡁࡓᏊࡀࠊ࢔ࣉࢧࣛ࡜ࡋ࡚⳹ࡸ
࠿࡞⯙ྎ࡟ୖࡀࡿࡇ࡜ࡣᏊ౪ࡓࡕ࡟
࡜ࡗ࡚៿ࢀ࡛࠶ࡿࠋ
CVSGゼၥ
 NGOᅋయࡀ㐠Ⴀࡍࡿࠊ⮬❧ᨭ᥼ᮧࢆ
ゼၥࡋࠊ⫋ဨ࡛࠶ࡿࢱ࢝ࢱࡉࢇ࠿ࡽ
ヰࢆ⪺ࡁࠊᮧࡢ᪉࡜஺ὶࡋࡓࠋ
 CVSG࡛ࡣࠊ୚࠼ࡿࡔࡅࡢᨭ᥼࡛ࡣ
࡞ࡃࠊാࡃពḧྥୖࡢࡓࡵ᪥ᮏࡢ㎰
ᴗᢏ⾡ࢆᥦ౪ࡍࡿࡇ࡜࡛ࠊ⮬⤥⮬㊊
ࡢ⏕άࢆࡋ࡚࠸ࡿࠋ
௚ࡢᨭ᥼࡜ࡋ࡚ࡣࠊ஭ᡞࡢᘓタࠊᶫ
ࡸ㐨㊰ࡢᘓタ࣭ಟ⌮ࠊᏙඣࡢཷࡅධ
ࢀ➼ࡢ♫఍㈉⊩ࢆ✚ᴟⓗ࡟⾜ࡗ࡚࠸
ࡿࠋ
ᑠᏛᰯゼၥ
⏕ᚐࡣᵝࠎ࡞ᖺ㱋ࡢᏊ࡝ࡶࡀ࠾ࡾࠊ
࢝ࣥ࣎ࢪ࢔࡛ࡣ᪥ᮏࡢࡼ࠺࡟୍᪥ᤵ
ᴗࢆཷࡅࡿࡢ࡛ࡣ࡞ࡃࠊ༗๓࡜༗ᚋ
ࡢ㸰㒊ไ࡟ࢃ࠿ࢀ࡚࠸ࡓࠋ
ࡇࡇ࡛ࡣ⏕ᚐࡓࡕࢆ2ࢢ࣮ࣝࣉ࡟ศ
ࡅࠊ᪥ᮏࡢ┦᧞࡜ࠊ᪥ᮏࡢᅄᏘࡢ⾜
஦ࡀᥥ࠿ࢀ࡚࠸ࡿሬࡾ⤮ࢆయ㦂ࡋ࡚
ࡶࡽࡗࡓࠋሬࡾ⤮࡛ࡣぢᮏ࡜࡞ࡿ⤮
ࢆᣢࡗ࡚ࡳࡏࡿ࡜ࠊぢᮏ㏻ࡾ࡟ࡁࢀ
࠸࡟ሬࡗ࡚ࡃࢀࡓࠋ
ࢪࣕࢵࢡࣇ࣮ࣝࢶᅬ
ᑠᏛᰯ࠿ࡽ㸱㸮ศ࡯࡝Ṍࡁࠊ㎰ሙ࡛
ࢪࣕࢵࢡࣇ࣮ࣝࢶࡢ᳜ᶞࢆ⾜࠸ࠊ⏿
ࡢࡲࢃࡾ࡟ࢪࣕࢵࢡࣇ࣮ࣝࢶࡢⱑᮌ
ࢆ㸱㸮ᮏ࡯࡝᳜࠼ࡓࠋ
ᅬࡢᅵࡣ᪥ᮏ࡛ࡼࡃぢࡿࡼ࠺࡞ᰤ㣴
ࡀ࠶ࡗ࡚㌾ࡽ࠿࠸ᅵ࡛ࡣ࡞ࡃࠊ◳ࡃ
࡚࣎ࣟ࣎ࣟࡋ࡚࠸ࡓࠋ
࢔࣮࣭࣮࢟ࣛᆅ㞾༤≀㤋
⌧ᅾ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢࢹ࢕࣐࢖ࢼ࣮
㸦ᆅ㞾㝖ཤᒇ㸧࡜ࡋ࡚άືࡋ࡚࠸ࡿ
࢔࣮࣭࣮࢟ࣛẶࡀ㤋㛗ࢆົࡵࠊ⮬㌟
ࡀ᧔ཤࡋࡓᆅ㞾ࡸṊჾࢆᒎ♧ࡋ࡚࠸
ࡿࠋ
ᒎ♧ࡋ࡚࠶ࡿᆅ㞾ࢆぢ࡚ࠊᡓதࡢᝒ
᝺࣭ࡉࡸᆅ㞾ࡢᜍࢁࡋࡉࢆᨵࡵ࡚⪃
࠼ࡉࡏࡽࢀࡓࠋ
࣐࣮ࢣࢵࢺ
࣮࢜ࣝࢻ࣐࣮ࢣࢵࢺ࡜ࢼ࢖ࢺ࣭࣐࣮
ࢣࢵࢺ࡛㈙࠸≀ࢆࡋࡓࠋ࣮࢜ࣝࢻ࣐
࣮ࢣࢵࢺࡣ㈰ࡸ࠿࡛ேࡀࢃ࠸ࢃ࠸࡜
ࡋ࡚࠸࡚άẼ࠶ࡿឤࡌ࡛ࡔࡗࡓࡀࠊ
ࢼ࢖ࢺ࣭࣐࣮ࢣࢵࢺࡣࡢࢇࡧࡾࡺࡗ
ࡓࡾ࡜ࡋࡓ㞺ᅖẼࡔࡗࡓࠋ
࣡ࣥࣆ࣮ࢫࡸࢩࣝࢡࡢᕸࠊ⨨≀࡞࡝ࠊ
࠾ᗑࡢ᪉࡜஺΅ࡋ࡚Ᏻࡃࡋ࡚ࡶࡽ࠺
ࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ
࢔ࣥࢥ࣮࣭ࣝ࣡ࢵࢺ
ࢡ࣓࣮ࣝㄒ࡛࢔ࣥࢥ࣮ࣝࡣ
⋤㒔͇ࠊ࣡ࢵࢺࡣᑎ㝔
࡜࠸࠺ព࿡ࠋ
᪩ᮅ࡟ࡣࠊᗁ᝿ⓗ࡛⣲ᩛ࡞ᮅ
᪥ࢆぢᏛࡍࡿࡇࡀ࡛ࡁࡓࠋቨ
⏬࡟ࡣࠊ୍ࡘࡢ≀ㄒࡀᥥ࠿ࢀ
࡚࠾ࡾࠊேࡢ㢦ࠊ⏕≀ࠊṊჾ
࡞࡝ࡀ⣽㒊ࡲ࡛⣽࠿ࡃ᥀ࡽࢀ
࡚࠾ࡾࠊࣄࣥࢻࢗᩍࡢ⚄ࠎࡸ
⚄⋇ࡢ࣮ࣞࣜࣇࡶ࡜࡚ࡶ༳㇟
῝࠿ࡗࡓࠋ
࢔ࣥࢥ࣮࣭ࣝࢺ࣒
࢔ࣥࢥ࣮࣭ࣝ࣡ࢵࢺ㑇㊧⩌ࡢ
୍ࡘࠊ࢔ࣥࢥ࣮࣭ࣝࢺ࣒
෗┿ࡣ5ࡘ࠶ࡿ༡኱㛛ࡢ୍ࡘࢆ
෗ࡋࡓࡶࡢࠋ
ୡ⏺㑇⏘ࡢ୍㒊࡛࠶ࡿ࡟ࡶ㛵
ࢃࡽࡎࠊ㌴ࡸࣂ࢖ࢡࠊᚐṌ࡛
㏻ࡾᢤࡅࡿேࠊほග⏝ࡢ㇟࡞
࡝ࡀࡇࡢ㛛ࢆ฼⏝ࡋ࡚࠾ࡾࠊ
ᖜࡣ㌴㸯ྎࡀࡸࡗ࡜㏻ࢀࡿ࡯
࡝ࠋ
ᖐᅜ๓ࡢኤ㣗
࢝ࣥ࣎ࢪ࢔᭱ᚋࡢኤ㣗ࡣ࢝ࣥ
࣎ࢪ࢔ࡢ㘠ࠊࢳࣗࢼ࣭ࣥࢲ࢖
ࢆ࠸ࡓࡔ࠸ࡓࠋ
㘠ࡢ୰࡟ࡣ࠿ࡰࡕࡷࡢⰼ࡜ⴥࠊ
‮ⴥࠊ∵⫗ࠊ༸࡞࡝ࢆධࢀ࡚
ᑡࡋ㎞ࡵࡢ࿡ჯࢲࣞ࡟ࡘࡅ࡚
㣗࡭ࡓࠋ
䠎䠌䠍䠎ᖺ 1 ᭶ 䜹䞁䝪䝆䜰䞉䝇䝍䝕䜱䝒䜰䞊ሗ࿌
άືሙᡤ㸸ࢩ࣒ࣗࣜ࢔ࢵࣉ 
 
写真6　学生全員で報告用にまとめたポスター
